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公益財団法人　こしじ水と緑の会

　

新
潟
市
の
福
島
潟
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
が
い
ま
す
が
、
最
近
河
童
が
住
ん
で

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
河

童
を
見
た
人
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
、『
河
童
の
ユ
ウ
タ
の
冒
険
』（
斎
藤

惇
夫
著
、
金
井
田
英
津
子
画
、
福
音
館
書

店
、
２
０
１
７
年
４
月
）
と
い
う
本
に
、

お
お
む
ね
五
百
歳
に
な
る
河
童
の
ユ
ウ
タ

が
「
恵
み
の
湖
・
福
島
潟
」
に
棲
ん
で
い

る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
河
童
の

世
界
で
は
五
百
歳
と
い
え
ど
も
ま
だ
青
年

の
よ
う
で
、
物
語
の
最
後
に
お
嫁
さ
ん
が

信
濃
川
源
流
の
甲
武
信
岳
の
向
こ
う
か
ら

や
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
の
河
童
像
は
、
自
然
と
人
間
社

会
を
仲
介
す
る
も
の
と
し
て
、
人
に
い
た

ず
ら
し
て
、
人
か
ら
懲
ら
し
め
ら
れ
る
話

が
多
い
の
で
す
が
、
ユ
ウ
タ
は
今
ま
で
の

河
童
と
は
少
し
性
質
が
違
う
よ
う
で
す
。

ユ
ウ
タ
は
、
福
島
潟
に
棲
む
生
き
物
た
ち

が
安
心
し
て
住
め
る
よ
う
に
、
そ
の
生
態

系
を
守
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
自
然
界
で

は
、
生
き
物
た
ち
は
「
食
い
、
食
わ
れ

る
」
関
係
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て

ユ
ウ
タ
は
干
渉
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

食
物
連
鎖
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
食
べ

る
も
の
の
体
に
よ
み
が
え
る
こ
と
で
あ
り
、

自
然
の
摂
理
と
い
え
る
の
で
す
。
し
か
し
、

人
に
鉄
砲
で
撃
た
れ
た
り
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ

が
電
線
に
引
っ
か
か
っ
て
ケ
ガ
す
る
こ
と

に
対
し
て
は
、
ユ
ウ
タ
は
敢
然
と
立
ち
向

か
っ
て
生
き
物
た
ち
を
守
っ
て
や
り
ま
す
。

　

こ
の
本
は
、
ユ
ウ
タ
が
、
狐
の
ア
カ
ネ

と
天
狗
の
ハ
ヤ
テ
の
三
人
で
、
福
島
潟
か

ら
阿
賀
野
川
の
河
口
を
へ
て
信
濃
川
を
遡

上
し
て
、
大
河
津
分
水
の
脇
を
通
過
し
て
、

千
曲
川
の
源
流
・
甲
武
信
岳
ま
で
訪
ね
る

冒
険
物
語
で
す
。
甲
武
信
岳
の
源
流
ま
で

訪
ね
る
旅
そ
の
も
の
は
、
ど
う
や
ら
以
前

か
ら
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
の
よ
う
で
、
渡

り
鳥
た
ち
も
知
っ
て
い
る
周
知
の
事
実
な

の
で
す
が
、
そ
の
千
曲
川
の
源
流
を
訪
ね

る
目
的
は
、
旅
の
間
、
何
な
の
か
分
ら
な

い
ま
ま
で
す
。
目
的
が
分
か
ら
ず
と
も
行

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
運
命
を
受
け
入

れ
る
の
は
強
い
精
神
力
が
い
り
ま
す
。
さ

て
、
甲
武
信
岳
の
源
流
に
た
ど
り
つ
い
た

三
人
は
手
を
つ
な
い
で
輪
に
な
っ
て
魔
法

を
強
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
で
非
業
の

死
を
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
生
き

物
た
ち
の
魂
を
救
済
し
ま
す
。
こ
の
こ
と

こ
そ
が
目
的
で
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
非

業
の
死
に
は
、
原
発
事
故
の
放
射
能
で
侵

さ
れ
た
も
の
や
、
大
津
波
に
呑
み
込
ま
れ

福
島
潟
に
棲
む
河
童
の
ユ
ウ
タ
は
生
態
系
の
守
り
神
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た
も
の
、
ア
フ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
で
狩
猟

に
遭
っ
た
動
物
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

そ
し
て
、
旅
が
終
わ
る
と
ま
た
ユ
ウ
タ

は
福
島
潟
に
戻
っ
て
き
て
、
新
し
い
生
活

を
始
め
ま
す
。
こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、

故
郷
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

明
治
時
代
以
降
の
近
代
化
の
な
か
で
は
、

越
後
か
ら
多
く
の
人
が
太
平
洋
側
に
出
て

い
き
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
故
郷

に
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
故
郷
に
戻

る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
童
話
は
現
代
を
舞
台
に
し
て
お
り
、

２
０
１
９
年
段
階
で
現
実
に
か
つ
て
干
拓

さ
れ
水
田
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
治
水

目
的
で
潟
に
復
元
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
こ
と
が
「
湖
の
拡
張
工
事
」
と
し
て
、

こ
れ
が
完
成
し
た
ら
福
島
潟
は
一
層
生
き

物
た
ち
の
宝
庫
と
な
る
だ
ろ
う
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
福
島
潟
が
ユ
ウ
タ
と
と
も
に
一

層
豊
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
新
潟
大
学
名
誉
教
授
）

左：天狗のハヤテ、右：狐のアカネ（画／金井田英津子）

第18回自然保護助成基金の助成先が決まりました

第18回（2019）こしじ水と緑の会・朝日酒造自然保護助成基金 助成先� （申請順・敬称略）

№ 助成先 所在地 内　　　容 助成金額

1 しただ郷自然くらぶ 三条市 吉ヶ平周辺自然歴史調査及びガイドブック作成 ¥440,000 

2 日本野鳥の会新潟県 新潟市 自然保護資料集「新潟県の野生鳥類は今（仮題）」の編纂及
び発行 ¥462,000 

3 妙高高原ビジターセンター 妙高市
ヨシ刈りによる「いもり池湿原」におけるミズバショウ群落
の保全～湿原の植生調査を基にした、持続性・継続性のある
保全活動への提言～

¥500,000 

4 田中啓太 新潟市 高校生と実施する幻の佐渡固有亜種「サドサンショウウオ」
の分布域調査 ¥500,000 

5 小松将也 長岡市 多雪地域に生息するイノシシの冬季の栄養状態について ¥500,000 

6 里山わらび（笑躾） 十日町市 名ヶ山における自然体験活動－小学生による米作りと鶴沼池
の生き物調査－ ¥500,000 

7 水落麻友 十日町市 十日町市内に生息するキタノメダカの分布調査 ¥500,000 

8 佐藤雄大 新潟市 エチゴモグラの保全に対する地域の理解促進を目的とした種
の存続に重要な地域の抽出と普及啓発活動の実践 ¥493,500 

9 NPO法人ねっとわーく福島潟 新潟市 カキツバタをはじめとする湿性植物の保護と水辺環境の充実 ¥500,000 

10 松之山自然友の会 十日町市 雪国の身近な自然環境への学びを促す植物染色情報の収集と教
育普及活動 ¥500,000 

総額　￥4,895,500 
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活
動
紹
介

�

田
中
啓
太
（
新
潟
市
）

　

私
が
勤
務
す
る
新
潟
明
訓
高
校
の
生
物

部
に
は
、
男
子
13
名
、
女
子
７
名
、
計
20

名
の
意
欲
あ
ふ
れ
る
個
性
豊
か
な
生
徒
た

ち
が
所
属
し
、
日
々
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。
生
物
部
の
活
動
に
お
い
て
は
、
生

徒
た
ち
が
で
き
る
だ
け
自
然
や
生
き
た
生

物
に
触
れ
、
飼
育
・
観
察
を
自
ら
の
手
で

行
う
と
い
う
基
本
方
針
を
大
切
に
し
て
お

り
、
①
野
外
調
査
と
採
集
、
②
飼
育
・
観

察
、
③
研
究
活
動
、
の
３
つ
の
柱
を
軸
と

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
野
外
調
査
地
と

し
て
は
、
弥
彦
山
・
菅
名
岳
・
苗
場
山
・

佐
渡
等
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
動

物
の
採
集
や
植
生
の
調
査
を
毎
年
継
続
し

て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

毎
年
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
調
査
を

継
続
す
る
こ
と
で
、
年
に
よ
っ
て
違
う
発

見
が
で
き
る
こ
と
が
大
変
新
鮮
で
あ
り
、

生
徒
達
は
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
デ
ー
タ
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
自
然
の
奥
の
深
さ
を

探
究
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
飼
育
生
物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
約
20
人
の
生
徒
た
ち
が
分
担
し
て
飼

育
し
て
い
る
生
物
は
、
動
植
物
あ
わ
せ
て

約
70
種
に
の
ぼ
り
ま
す
。
毎
年
の
文
化
祭

で
は
こ
れ
ら
の
生
物
を
展
示
・
解
説
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
お
客
さ
ん

の
行
列
が
絶
え
ま
せ
ん
（
図
２
）。
観
察

会
で
採
集
し
た
も
の
や
購
入
し
た
も
の
な

ど
、
生
物
た
ち
の
由
来
は
様
々
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
飼
育
・
観
察
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な

り
、
面
白
い
研
究
へ
と
発
展
し
て
い
く
例

も
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
助
成
し
て
頂
い

た
「
新
潟
県
に
お
け
る
カ
ワ
リ
ヌ
マ
エ
ビ

属
の
外
来
種
調
査
」
の
研
究
も
、
学
校
の

近
所
の
水
路
か
ら
生
徒
が
偶
然
採
集
し
て

き
た
外
来
種
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
て
始
ま

っ
た
も
の
で
す
。「
生
物
を
飼
育
す
る
事

が
大
好
き
！
」
と
い
う
生
徒
た
ち
も
多
く
、

各
自
が
興
味
関
心
を
持
っ
た
生
物
を
じ
っ

く
り
と
飼
育
・
観
察
で
き
る
の
も
、
明
訓

生
物
部
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
魅
力
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

　

最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、
先
に
述
べ
た

よ
う
な
採
集
や
飼
育
な
ど
の
活
動
を
キ
ッ

カ
ケ
と
し
て
、
各
自
が
テ
ー
マ
を
見
つ
け

て
実
践
す
る
研
究
活
動
で
す
。
明
訓
生
物

部
の
研
究
は
、
動
物
・
植
物
を
問
わ
ず
、

分
子
や
遺
伝
子
か
ら
生
態
ま
で
幅
広
い
テ

ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
今

回
助
成
し
て
頂
い
た
淡
水
外
来
エ
ビ
の
分

布
調
査
の
他
に
も
、
今
年
度
は
、
絶
滅
危

惧
種
で
あ
る
ア
サ
ザ
の
保
全
を
目
指
し
た

遺
伝
的
多
様
性
の
調
査
、
サ
ド
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
分
布
調
査
、
北
山
池
の
魚
類
相

調
査
、
ヒ
メ
ウ
ズ
ラ
の
羽
色
の
研
究
、
ネ

ジ
バ
ナ
の
巻
き
方
や
色
の
研
究
、
突
然
変

異
白
メ
ダ
カ
の
研
究
、
飼
育
密
度
が
ア
フ

リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
の
初
期
発
生
に
与
え
る

影
響
に
関
す
る
研
究
と
い
っ
た
７
つ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
、
生
徒
た
ち
が
個
人
ま
た

は
少
人
数
の
チ
ー
ム
で
研
究
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
、
各
種
の

学
会
等
で
高
く
評
価
し
て
頂
く
こ
と
も

度
々
あ
り
ま
す
（
図
３
）。
そ
れ
ぞ
れ
の

生
徒
は
、
先
輩
か
ら
研
究
を
引
き
継
い
だ

り
、
自
分
が
興
味
を
持
っ
た
研
究
対
象
を

新
た
に
探
し
た
り
し
な
が
ら
、
教
員
と
相

談
し
て
テ
ー
マ
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
そ

の
際
、
で
き
る
だ
け
生
徒
に
と
っ
て
身
近

な
動
植
物
を
研
究
対
象
と
し
つ
つ
、
社
会

的
意
義
も
考
慮
し
な
が
ら
、
外
来
種
や
絶

滅
危
惧
種
に
関
連
す
る
研
究
に
も
取
り
組

む
よ
う
に
薦
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
①
野
外
調
査
と
採
集
、

②
飼
育
・
観
察
、
③
研
究
活
動
、
と
い
う

３
つ
の
柱
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

生
徒
た
ち
の
「
身
近
な
生
物
に
対
す
る
興

味
関
心
」
や
、「
自
然
環
境
保
全
に
対
す

る
意
識
」
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

自然保護助成基金助成先のご紹介

図１　弥彦山での野外観察会の様子

図３　�北信越高校生研究発表会にて淡水外来
エビの分布調査の研究成果を報告（最
優秀賞を受賞することが出来ました）

図２　文化祭における展示の様子
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環
境
保
全
の
取
組

妙
高
高
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

�

館
長
　
春
日
良
樹

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
妙
高
戸
隠
連
山
国
立

公
園
、
第
１
種
特
別
地
域
い
も
り
池
湿
原

に
隣
接
す
る
。
開
館
以
来
、
微
力
な
が
ら

も
、
い
も
り
池
周
辺
の
環
境
保
全
に
努
め

て
き
た
。
し
か
し
、
保
全
対
象
へ
の
科
学

的
・
実
証
的
な
追
究
が
不
足
で
説
得
力
に

乏
し
く
、
成
果
が
見
え
な
い
と
い
う
指
摘

も
な
さ
れ
て
き
た
。

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の
駆
除
活
動

　

い
も
り
池
の
特
定
外
来
種
オ
オ
ハ
ン
ゴ

ン
ソ
ウ
は
、
２
，
６
０
０
㎡
に
広
が
り
、

妙
高
市
の
ワ
ー
ス
ト
３
で
あ
る
。
林
床
の

平
坦
地
に
生
育
す
る
と
い
う
当
地
の
オ
オ

ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
群
落
の
特
徴
を
生
か
し
、

「
刈
り
取
り
」「
防
草
シ
ー
ト
で
遮
光
」「
全

草
抜
き
取
り
」
等
の
駆
除
法
に
つ
い
て
、

実
験
的
に
可
否
を
調
べ
た
。『
６
月
～
９

月
に
、
２
～
３
回
刈
り
取
り
花
芽
を
分
化

さ
せ
な
い
』『
防
草
シ
ー
ト
で
１
年
間
遮

光
し
て
裸
地
化
し
在
来
種
の
再
生
を
促

す
』『
過
度
の
刈
り
取
り
で
は
、
在
来
種

が
減
少
し
、
別
の
外
来
種
の
侵
入
を
促

す
』
な
ど
、
完
全
な
駆
除
は
無
理
と
し
て

も
、
日
常
的
な
用
具
で
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ

ウ
群
落
の
拡
大
を
抑
制
す
る
方
策
を
提
言

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
保
全
（
ヨ
シ
刈
り
）

　

い
も
り
池
湿
原
は
、
10
万
株
の
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
が
咲
き
競
う
本
国
立
公
園
を
代
表

す
る
景
勝
地
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
で

は
、
ヨ
シ
の
繁
茂
や
湿
原
の
陸
地
化
が
進

み
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
生
育
地
と
し
て
の
価

値
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

中
学
生
（
総
合
学
習
）、
教
員
研
修
団
体

（
公
孫
会
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ（e

・m
yoko

）
な

ど
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
ヨ
シ
の
除

去
を
継
続
し
て
き
た
。
そ
れ
と
平
行
し
て
、

植
生
調
査
を
実
施
し
、
ヨ
シ
の
除
去
と
植

生
変
化
の
関
係
を
調
べ
て
き
た
。
年
１
回

ヨ
シ
刈
り
実
施
区
で
は
、
出
現
種
が
微
増

し
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
被
度
は
約
20
％
増
加

す
る
。
経
年
ヨ
シ
刈
り
継
続
区
で
は
、
ヨ

シ
の
被
度
が
減
少
し
ク
サ
レ
ダ
マ
や
ミ
ズ

オ
ト
ギ
リ
等
の
湿
性
植
物
の
生
育
が
旺
盛

に
な
る
。
さ
ら
に
、
イ
ネ
科
植
物
が
優
占

し
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
を
圧
倒
す
る
場
所
も

出
現
。
ヨ
シ
が
刈
り
取
ら
れ
被
覆
が
無
く

な
る
と
、
強
い
日
差
し
や
高
温
に
晒
さ
れ
、

昆
虫
に
よ
る
食
害
が
増
加
し
、
夏
に
葉
を

枯
ら
す
個
体
が
多
く
な
る
。
一
方
、
水
路

沿
い
で
、
背
の
高
い
ヨ
シ
の
中
や
ハ
ン
ノ

キ
の
林
床
の
よ
う
に
半
日
陰
に
生
育
す
る

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
は
生
育
が
よ
い
。
ヨ
シ
刈

り
が
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
生
育
を
一
層
阻

害
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
一
筋
縄

で
は
い
か
な
い
自
然
の
姿
が
あ
る
。
実
証

的
な
研
究
を
基
盤
に
、
い
も
り
池
湿
原
の

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
生
態
を
明
ら
か
に
し
、

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
み
を
保
護
す
る
こ
と
か

ら
湿
原
全
体
の
保
全
へ
と
転
換
す
る
必
要

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
山
の
日
」
記
念
オ
オ
バ
コ
駆
除
登
山
隊

　

平
成
28
年
度
よ
り
、
秀
峰
妙
高
山
を
対

象
に
８
月
11
日
に
実
施
。
妙
高
山
で
は
、

平
地
植
物
の
オ
オ
バ
コ
が
、
各
登
山
口
か

ら
不
連
続
に
小
群
落
を
形
成
し
、
山
頂
ま

で
分
布
す
る
。
全
て
を
駆
除
す
る
こ
と
は

不
可
能
と
考
え
、
大
谷
ヒ
ュ
ッ
テ
～
山
頂

に
至
る
登
山
道
（
国
立
公
園
特
別
保
護
地

域
）
を
駆
除
範
囲
と
し
た
。
山
岳
会
等
の

登
山
者
を
公
募
し
、
駆
除
作
業
を
実
施
。

参
加
者
延
べ
約
50
名
、
３
年
間
で
１
０
０

％
駆
除
完
了
し
た
。
し
か
し
、
種
子
が
登

山
者
の
靴
底
等
に
付
着
し
て
拡
が
る
た
め
、

３
年
程
度
で
再
生
す
る
と
思
わ
れ
る
。
今

後
も
、
数
年
お
き
に
継
続
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
前
述
事
例
の
他
に

も
、
外
来
ス
イ
レ
ン
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の

駆
除
、
遊
歩
道
の
保
全
等
を
継
続
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
取
組
に
つ
い
て
、
平
成
30

年
度
「
新
潟
県
環
境
賞
・
環
境
保
全
部
門

優
秀
賞
」
を
授
賞
し
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

本
会
並
び
に
こ
し
じ
水
と
緑
の
会
・
朝
日

酒
造
自
然
保
護
助
成
基
金
の
皆
様
を
は
じ

め
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

自然保護助成基金助成先のご紹介
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公益財団法人　こしじ水と緑の会

活動紹介　2/2に里山自然教室「雪とのつきあい方」を開催しました
　本年も雪氷防災研究センター研究員の山下克也さんを講師にお迎えし、雪について学びました。
今年は題名を「雪とのつきあい方」に変更し、近年の雪氷災害や雪氷防災研究センターでの最新の
研究についてもお話しいただきました。日本における雪氷災害による被害は思った以上に大きく、
最近15年間で約3,000人の犠牲者が出ています（積雪時の交通事故も含む）。また、2014年2月の関東
甲信越地方の大雪では、経済被害が約5,500億円もあり、2014年の経済損失としては世界最大でした。
� 雪氷防災研究センターHPはこちら　⇒　http://www.bosai.go.jp/seppyo/

2017/18冬季の雪氷災害発生状況
計977件

クジラ図（長岡の積雪深）



公益財団法人　こしじ水と緑の会

2019年４月１日　第54号- 6

〒949-5412　新潟県長岡市朝日595番地５　電話・FAX　0258-92-5238
HP http://blog.koshiji.org　　E-mail info@koshiji.org
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ご寄附ありがとうございました
（2018年12月１日～2019年２月28日、敬称略・順不同）

金安健一、朝日区長松井了、川嶋勉、中山良二、中山やすよ、駒形哲也、本間一郎、山賀基良、新野義弘、渡邉勉、
大塚和則、佐藤昇一、西脇美智子、安澤義彦、神田隆史、遠藤好一、山本豊、市川泰三、細田康、大橋良策、
林正之、牧野恭、小林良博、吉田直樹、渡辺将勝、平田大、佐藤友則、佐藤優子、細川雄一、平澤聡、白井豪、
田村博康、長田守

　会 員 動 向　（2019年２月28日現在）
会員554（個人485、法人69）
引き続き、ご支援のほど宜しくお願い致します。

編集後記
　今年３月初め、白銀の世界であるはずの越路
原は水田が顔を見せており、「スノーシュー体
験」は中止とさせていただきました。楽しみに
していた皆様にはお詫び申し上げます。�（拓）

春のバードウォッチング

　春、里山には多くの野鳥がやってきます。美しくさえずる野鳥たちを見つけてみましょう。
☆日　　時　４月21日（日）9：30～11：30／集合：緑の家
☆募　　集　30名
☆参 加 費　￥300（当会会員￥200）
☆申込〆切　４月17日（水）

春の里山に親しむ会

　毎年ご好評の春の里山を体感するプログラム、可憐な春の草花たちが皆さんをお迎えします。
親子でご参加の方は、ネイチャーゲームを楽しみます。お昼は野天で旬の山菜をお楽しみくださ
い。里山の春の使者、ギフチョウにもきっと会えることでしょう。
☆日　　時　４月27日（土）９：30～14：00／集合：緑の家
☆募　　集　30名
☆参 加 費　￥500（当会会員￥300）
☆申込〆切　４月22日（月）

ツリークライミング体験

　見上げるような高い木に安全に登れます。大人も子どもも非日常の世界をお楽しみください！
☆日　　時　５月11日（土）１回目９：30～　２回目11：00～　３回目13：00～
　　　　　　※ご希望の回にお申込ください。

☆集　　合　巴ヶ丘自然公園駐車場
☆募　　集　各回とも10名（小学生以上・先着順）
☆参 加 費　￥300（当会会員￥200）
☆申込〆切　５月８日（水）

☆お 申 込　�事務局まで参加される方のお名前（お子様はお名前と年齢）、住所、電話番号をお
知らせください。後日、事前のご案内をお送りいたします。

春のプログラムのご案内


